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自治体・大学連携と地域の未来特
集

　

は
じ
め
に

　

大
学
と
地
域
の
連
携
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
久
し
い
。
大
学
（
研
究
者
、

学
生
）
が
地
域
の
中
で
、
ま
た
は
地
域
と
と
も
に
、
研
究
や
教
育
を
進
め

る
こ
と
は
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
の
よ
う
に
組

織
的
、
制
度
的
に
、
と
も
す
れ
ば
強
制
的
に
す
べ
て
の
大
学
が
地
域
連
携

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
五
年
に
中
央
教
育
審
議

会
が
「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
（
答
申
）」
で
、「
第
三
の
使
命
」
と

し
て
社
会
貢
献
（
地
域
貢
献
）
を
求
め
た
の
が
端
緒
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
大
学
に
は
地
域
連
携
に
関
す
る
学
部
や
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
、
文

部
科
学
省
も
こ
の
間
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（C

enter of C
om

m
unity

）
事
業
と
呼
ば

れ
る
一
連
の
施
策
を
進
め
、
大
学
が
「
地
（
知
）
の
拠
点
」
と
し
て
地
域

自
治
体
・
大
学
連
携
と
地
域
の
未
来

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
大
学
と
地
域
の
連
携

―
―
農
山
村
で
の
事
例
を
中
心
に

大
学
と
地
域
の
連
携
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
す
で
に
一
五
年
以
上
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
の
経
験
の
積
み
重
ね
か
ら
学
び
、
連
携
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
展
望
す
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

中
塚
雅
也

な
か
つ
か
　
ま
さ
や

一
九
七
三
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
博
士
（
学
術
）。
農

学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
同
大
学
、
助
教
、
准
教
授
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を
統
括
、
主
な
著
書
に
『
農
業
・
農
村
の
資
源
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
神
戸
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）、『
地
域
固
有
性
の
発
現
に
よ
る
農
業
農
村
の
発
展
』（
筑
波
書
房
、
二
〇
一

九
年
）、『
大
学
・
大
学
生
と
農
山
村
再
生
』（
筑
波
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

こ
ろ
も
多
い
は
ず
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
苦
労
を
想
像
す
る
。
し
か
し
、

大
学
と
地
域
が
「
不
安
と
不
満
」
を
抱
え
な
が
ら
（
中
塚
・
小
田
切
、
二

〇
一
六
）、一
種
の
ブ
ー
ム
と
し
て
地
域
連
携
を
試
行
錯
誤
し
て
き
た
時
代

は
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
む
け
た

議
論
が
必
要
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
後
の
あ
り
方
を
議
論
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
地
域
連
携
を
取
り
巻
く

現
状
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
地
域
連

携
の
発
展
に
お
け
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
も
言
え
る
問
題
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
地
域
の
社
会
経
済
と
い
っ
た
地
域
連
携
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
の

変
化
で
あ
る
。

　

前
者
は
い
わ
ゆ
る
世
代
交
代
問
題
で
あ
る
。
一
五
年
を
過
ぎ
る
と
地
域

連
携
を
進
め
て
き
た
人
び
と
の
立
場
が
変
化
す
る
。
管
理
的
な
立
場
で
先

導
し
て
き
た
世
代
は
リ
タ
イ
ア
す
る
。
実
質
的
に
現
場
を
切
り
盛
り
し
て

き
た
世
代
は
管
理
に
移
行
し
、
組
織
内
で
よ
り
広
範
な
業
務
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
組
織
や
活
動
を

継
続
す
る
の
か
。
地
域
連
携
の
問
題
が
、
い
わ
ゆ
る
創
業
期
の
問
題
か
ら

成
熟
期
や
安
定
期
の
問
題
に
移
行
す
る
時
で
あ
る
。

に
貢
献
す
る
こ
と
を
後
押
し
し
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
の
答
申
か
ら
一
五

年
以
上
が
過
ぎ
、「
地
域
連
携
」
は
言
葉
と
し
て
も
制
度
と
し
て
も
あ
る

程
度
定
着
し
、
地
域
連
携
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
進
め
る
べ
き
か
、
と
い

っ
た
議
論
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
も
研
究
上
も
一
定
の
収
束
を
み
せ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
抱
え
て
き
た
課
題
の
解
決

と
は
別
で
あ
る
。
大
学
と
の
地
域
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
研
究
者
や
学
生
に
と

っ
て
の
研
究
・
キ
ャ
リ
ア
・
く
ら
し
な
ど
と
地
域
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
、
そ

し
て
そ
の
評
価
な
ど
、
い
く
つ
か
の
問
題
は
解
消
せ
ず
、
内
包
し
た
ま
ま

「
地
域
連
携
」
は
前
に
進
み
続
け
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、現
状
と
し
て
、素
晴
ら
し
い
地
域
連
携
の
取
り
組
み
が
全
国

各
地
で
多
く
生
ま
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
大

学
の
研
究
者
や
ス
タ
ッ
フ
、
行
政
の
担
当
者
の
個
人
的
な
献
身
に
依
る
と

　

一
方
、
後
者
の
外
部
環
境
の
変
化
は
大
学
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
関
す

る
変
化
で
あ
る
。
日
本
全
体
で
経
済
成
長
が
停
滞
す
る
中
、
新
産
業
創
出

の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
裏
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
、
各
産
業
、
各
地
域
に
お
い
て
人
材
不
足
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
産
業
創
造
や
人
材
育
成
は
、
と
く
に
農
山
村
で
は
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
農
林
漁
業
の
現
場
で
の
人
材
不
足
へ
の
対
策
は
待
っ
た
な
し

の
状
態
で
あ
る
。
農
山
村
の
課
題
の
深
刻
化
に
伴
い
、
大
学
へ
の
期
待
も
、

人
材
育
成
、
価
値
創
造
、
新
事
業
創
出
な
ど
と
、
以
前
に
増
し
て
広
範
化
、

高
度
化
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
も
昨
今
「
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」と
銘
打
っ
た
事
業
を
打
ち
立
て
て
い
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
と
、今

後
は
、
地
域
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
対
す
る
大
学
の
貢
献
も
問
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
時
代
変
化
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

に
移
行
す
る
地
域
連
携
は
、
こ
の
先
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
ま
た
、
人
材
育

成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
、
ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
は
向
き
合
え
ば

よ
い
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
議
論
を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
、
最
初

に
、
筆
者
ら
が
行
っ
て
き
た
地
域
連
携
の
諸
活
動
と
そ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
整
理
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
昨
今
の
人
材
育
成
に
関
す
る
活
動

展
開
を
事
例
を
通
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に

対
応
す
る
環
境
整
備
と
、
そ
こ
で
の
大
学
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
進
め

る
。
そ
し
て
最
後
に
、
時
代
が
求
め
る
人
材
育
成
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
ど
の
よ
う
に
地
域
連
携
は
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
、
今
後
の
地
域
連


